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十五夜と地球の裏に便り書く　　塩出　翠
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美
術
館
来
館
者
に
お
得
な
サ
ー
ビ
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国
立
劇
場
と
連
携
し
た
企
画
を

行
い
ま
す
。

※
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
に
ご
来

館
の
方
は
、
歌
舞
伎
公
演
の
観
劇

料
が
割
引
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
美
術
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

歌
舞
伎
公
演
「 
春  
興  
鏡  
獅  
子 
」

し
ゅ
ん 
き
ょ
う 
か
が
み 

じ 

し

は
平
櫛
田
中
の
代
表
作
「
鏡
獅
子
」
の
題

材
と
な
っ
た
演
目
で
市
川
染
五
郎
さ
ん
が

演
じ
ま
す
。

怯
対
象
と
な
る
歌
舞
伎
公
演

公
演
名　

国
立
劇
場　

月
歌
舞
伎
公
演

１０

「
一
谷 
嫩 
軍
記
」、「
春
興
鏡
獅
子
」

ふ
た
ば

公
演
期
間　
　

月
３
日（
木
）〜　

日（
日
）

１０

２７

※
予
約
は
９
月
６
日
（
金
）
の
午
前　

時
１０

か
ら
、
窓
口
販
売
は
９
月
７
日
（
土
）
の

午
前　

時
か
ら
。

１０

費　

用　

一
般
特
別
席
１
万
２
千
円
（
学

生
８
千
４
百
円
）、
１
等
Ａ
席
９
千
２
百

円
（
学
生
６
千
４
百
円
）、
１
等
Ｂ
席
６
千

百
円
（
学
生
４
千
３
百
円
）

※
割
引
前
の
費
用
で
す
。
席
種
は
ほ
か
に

も
あ
り
ま
す
。

※
歌
舞
伎
公
演
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
持
参
の
方

は
、
特
典
と
し
て
、
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術

館
の
観
覧
料
が
年
内
無
料
と
な
り
ま
す

（
１
回
限
り
）。
受
付
で
チ
ケ
ッ
ト
を
提

示
し
ご
入
館
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

国
立
劇
場
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

へ
緯
０
５
７
０
（
０
７
９
９
０
０
）

問
合
せ　

歌
舞
伎
公
演
に
関
す
る
こ
と
…

国
立
劇
場
営
業
課
緯　

（
３
２
６
５
）
６

０３

７
５
１
、
美
術
館
の
観
覧
に
関
す
る
こ
と

…
平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
緯　
（
３
４
１
）

０４２

０
０
９
８

 　

利
用
者
の
調
査
研
究
・
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
で
す
。

※
中
央
・
花
小
金
井
・
小
川
西
町
・
喜
平
・

上
宿
図
書
館
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
火
）
か
ら

１０

と
こ
ろ　

津
田
図
書
館
、
大
沼
図
書
館

対　

象　

小
平
市
立
図
書
館
の
利
用
カ
ー

ド
ま
た
は
小
平
市
で
登
録
し
て
い
る
多
摩

六
都
図
書
館
共
通
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方

問
合
せ　

中
央
図
書
館
緯　

（
３
４
５
）

０４２

１
２
４
６

 
怯
学
校
を
休
み
が
ち
な
子
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
考
え
る
親
の
会

　

不
登
校
の
子
ど
も
の
保
護
者
に
は
戸
惑

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用

パ
ソ
コ
ン
が
利
用
で
き
ま
す

津
田
図
書
館
、大
沼
図
書
館

小
平
地
域
教
育

サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ
ト
事
業

い
や
心
配
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
卒

業
後
の
進
路
、
親
の
関
わ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
先
輩

保
護
者
と
交
流
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

２８

〜
４
時

と
こ
ろ　

小
平
第
二
中
学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
ル
ー
ム

費　

用　

無
料

対　

象　

学
校
を
休
み
が
ち
な
小
学
生
・

中
学
生
・
中
学
卒
業
生
の
保
護
者

※
該
当
し
な
い
方
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定　

員　
　

人
程
度

２０

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
４

 
と　

き　

９
月　

日
（
木
）　

午
後
６
時

２６

　

分
開
演

３０と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

国
際
交
流
ユ
ネ
ス
コ

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２

０

１

３

費　

用　

１
千
円
（
中
学
生
以
上
）

出　

演　

横
田
在
日
米
国
空
軍
太
平
洋
音

楽
隊

主　

催　

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
へ
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
０
０
０

問
合
せ　

西
村
緯　
（
３
４
１
）７
９
４
１

０４２

 　

東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
仮
設
住
宅
。

一
度
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
た
き
っ
か
け
は
、

小
さ
な
「
と
し
ょ
か
ん
」
だ
っ
た
。「
み
ん

な
の
と
し
ょ
か
ん
」
が
、
ど
の
よ
う
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
に
役
立
っ
て
い

っ
た
か
。
石
巻
、
陸
前
高
田
、
南
相
馬
な

ど
の
実
践
例
が
、
た
く
さ
ん
の
映
像
と
共

に
語
ら
れ
ま
す
。
全
国
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
へ
の
ヒ
ン
ト
に
も
な
る
話
で
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
後
２
時

２８

〜
４
時

と
こ
ろ　

中
央
図
書
館
視
聴
覚
室

講
演
会

と
し
ょ
か
ん
か
ら
は
じ
ま
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
８０

講　

師　

川
端
秀
明
さ
ん
（
み
ん
な
の
と

し
ょ
か
ん
代
表
理
事
）

主　

催　

小
平
図
書
館
友
の
会

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

小
平
図
書
館
友
の
会
・
伊
藤
緯

０
９
０
（
１
７
０
７
）
０
８
６
０
、
死

sakiitou@
ebony.plala.or.j
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４
百
俊
リ
レ
ー
選
手
を
募
集
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）

１０

１３

▽
一
般
団
体
リ
レ
ー
…
午
後
１
時
か
ら

▽
小
学
生
リ
レ
ー
…
午
後
１
時　

分
か
ら

３０

※
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ　

中
央
公
園
競
技
場

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

種　

目　

小
学
生
の
部
（
低
学
年
、
中
学

年
、
高
学
年
）、
一
般
の
部

※
各
男
女
混
合
可
。

申
込
み　

９
月　

日
（
水
）
ま
で
（
必
着
）

２５

に
、
申
込
用
紙
に
チ
ー
ム
名
、
選
手
氏
名
、

代
表
者
（
保
護
者
）
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
小
学
生
リ
レ
ー
は
学
校
名
、
学

年
を
記
入
の
う
え
、
小
平
市
体
育
協
会

（
市
民
総
合
体
育
館
内
）（
〒　

們
０
０
２

１８７

５　

津
田
町
一
丁
目
１
番
１
号
）
へ
送
付

ま
た
は
持
参
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

※
申
込
用
紙
は
、
小
平
市
体
育
協
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
民
総
合
体
育
館
に

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

小
平
市
体
育
協
会
緯　

（
３
４

０４２

９
）
１
３
５
０

 　

体
育
館
の
設
備
修
繕
、
プ
ー
ル
の
水
入

れ
替
え
お
よ
び
清
掃
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

と　

き　
　

月
８
日
（
火
）

１０

※
７
日
（
月
）
は
通
常
の
休
館
日
と
な
る

た
め
、
２
日
間
連
続
し
て
休
館
と
な
り
ま

す
。

問
合
せ　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

緯　

（
３
４
３
）
１
６
１
１

０４２

 　
　

月
か
ら
、
天
神
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改

１１
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間
中
、
天

市
民
総
合
体
育
館
臨
時
休
館

天
神
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

利

用

停

止

神
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
コ
ー
ト
が
ご
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期　

間　
　

月
１
日
（
金
）
〜　

日
（
土
）

１１

３０

問
合
せ　

体
育
課（
市
民
総
合
体
育
館
内
）

緯　

（
３
４
３
）
１
６
１
１

０４２

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
（
火
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

日
本
語
学
習
者
の
ス
ピ
ー
チ
、
外
国
語

武
者
修
行
、
米
国
空
軍
太
平
洋
音
楽
隊
に

よ
る
ジ
ャ
ズ
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
な
ど
楽

し
い
イ
ベ
ン
ト
や
世
界
の
屋
台
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
日
）　

午
前　

時

２９

１０

　

分
〜
午
後
５
時　

雨
天
実
施

３０と
こ
ろ　

福
祉
会
館

主　

催　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
、
小
平

市問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８

怯
留
学
生
支
援
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー　

物

品
募
集

　

バ
ザ
ー
で
販
売
す
る
物
品
の
ご
寄
付
を

募
集
し
ま
す
。
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
日
用

品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
留
学
生
支
援
の
た

め
に
ぜ
ひ
、
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）・　

日
（
水
）

２１

２５

〜　

日
（
金
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

２７
と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

小
平
市
国
際
交
流
協
会
事
務
室

対
象
品　

未
使
用
の
日
用
品
（
タ
オ
ル
、

食
器
、
寝
具
、
洗
剤
、
調
理
器
具
ほ
か
）

※
食
料
品
や
衣
料
品
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
電
気
製
品
、
自
転
車
は
お
問
い
合
わ

怯
十
五
夜
飾
り
の
展
示

と　

き　

９
月　

日（
火
）〜　

日
（
木
）

１０

１９

怯
紙
芝
居
を
楽
し
も
う

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

２１

　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

費　

用　

無
料

主　

催　

小
平
市
文
化
振
興
財
団
、
紙
芝

居
サ
ー
ク
ル
と
も
し
び

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

怯
郷
土
学
習　

粉
食
文
化
を
学
ぶ
、
手
打

ち
う
ど
ん
作
り

と　

き　

９
月　

日
（
土
）　

午
前　

時

２８

１０

〜
午
後
２
時

費　

用　

３
百
円
（
試
食
あ
り
）

対　

象　

成
人

定　

員　
　

人
１０

協　

力　

小
平
郷
土
研
究
会
食
文
化
部
会

申
込
み　

９
月
６
日
（
金
）
の
午
前　

時
１０

か
ら
、
小
平
ふ
る
さ
と
村
へ
（
電
話
可
、

先
着
順
）
緯　

（
３
４
５
）
８
１
５
５

０４２

怯
小
平
糧
う
ど
ん

営
業
日　

９
月　

日
（
土
）・　

日
（
日
）・

２１

２２

　

日
（
月
・
祝
）・　

日
（
土
）・　

日

２３

２８

２９

（
日
）

※
団
体
予
約
（　

人
〜　

人
で
日
曜
日
の

１０

３０

み
）
の
利
用
は
午
後
１
時　

分
以
降
に
な

３０

り
ま
す
。
利
用
日
の　

日
前
ま
で
に
問
合

１０

せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
手
打
ち
う
ど
ん
保
存
普

及
会
・
江
連
緯　

（
３
４
３
）
５
１
５
３

０４２

 　

現
役
マ
マ
・
パ
パ
の
た
め
の
仲
間
づ
く

り
の
連
続
講
座
で
す
。
３
人
の
ゲ
ス
ト
を

招
い
て
話
を
聞
い
た
り
、
地
域
の
情
報
が

小
平
市
民
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
あ
す
ぴ
あ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
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カ
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の
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に
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る
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方
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人
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（
１
歳
児
か
ら
就

１５

学
前
ま
で
。
菓
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代
百
円
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）ま
で
に
、
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）
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）
２
１
１
５
、
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９月後半の
行事と催し

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
蓋
国
立
劇
場
歌
舞
伎
公
演

美
術
館
来
館
者
に
お
得
な
サ
ー
ビ

美
術
館
来
館
者
に
お
得
な
サ
ー
ビ
スス

小
平
市
国
際
交
流
協
会

こ
だ
い
ら
国
際
交
流

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３昨年の様子

鏡獅子（市川染五郎さん）
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平小 の文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財 ⑩行幸の松と行幸の碑

　海岸寺前の玉川上水遊歩道の傍らに
立つ黒松が行幸の松、その西側に建つ
記念碑が行幸松の碑です。この松は、
明治１６年（１８８３年）４月に明治天皇が
親王、侍従長などを従えて、観桜にお
いでになられたことを後世に伝えるた
め、地元鈴木新田の有志が御座所跡に
植えたものです。
　その後、明治３５年（１９０２年）には、
海岸寺住職 玄  恪 が有志とこの松の植樹

げん かく

の由来を刻した記念碑を建立することにな
り、その碑文を天皇観桜時、神奈川県の大
書記官として参列した 磯  貝  静  蔵 に依頼して

いそ がい せい ぞう

できたのが行幸松の碑です。上部の 篆  額 は
てん がく

伯爵 土  方  久  元 の書になるものです（小平市
ひじ かた ひさ もと

有形文化財第３号）。
ところ　御幸町３１５の先
問合せ　生涯学習推進課緯０４２（３４６）９５０１行幸の碑

行幸の松
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